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　首や腰など背骨に起こる病気全般を治療する診療科です。背骨の病気には、加齢（老化現象）

により起こるもの、外傷（ケガ）により起こるもの、細菌や腫瘍により起こるものなどがあります。

　ご高齢の患者さんが増えている現在では、加齢により起こる背骨の病気の割合が圧倒的に多

くなっています。

　頚椎症性脊髄症や腰部脊柱管狭窄症は、加齢により起こる背骨の病気の代表的なものです。

　頚椎症性脊髄症では、「手がしびれて箸が使いにくい」、「階段を降りるのがこわくなり手すり

必要」、「排尿・排便の障害」などの症状がよく見られます。

　腰部脊柱管狭窄症では、「ふとももや膝から下にしびれや痛みがある」、「歩くと足がしびれて

長い距離が歩けない」、「尿の出が悪くなったり、尿が漏れる」などの症状がよく見られます。

　このような症状がありましたら整形外科を受診して頂きたく思います。

　患者さんによって症状はさまざまですので、診察や各種検査（レントゲンやMRIなど）を行って

正確に診断してから治療を開始します。

　症状が軽い場合は、内服薬や注射などによる保存的治療を行いますが、強い症状が改善しない

場合は手術治療が必要になる場合もあります。

　患者の皆様によって症状もさまざまですので、手術方法・予想経過・手術に伴う合併症のリスク

について十分検討したうえで患者さんへの負担の少ない低侵襲手術を行っています。

【脊椎脊髄外科とは】

　手術に関しては、腰椎椎間板ヘルニアに対する脊椎内視鏡手術や、筋肉・靭帯・骨への侵襲を

低減した棘突起縦割式椎弓形成術、より小さな傷で神経周囲組織を傷つけることなく椎体間固

定を行う側方侵入椎体間固定（OLIF）、骨粗鬆症性椎体骨折に対して小さな傷でセメント充填

を行うBKP手術など、患者さんへの負担を減らしながら従来法と同等かそれ以上の手術効果の

得られる最新の低侵襲手術を積極的に取り入れています。

【西和医療センター 脊椎･脊髄外科の特徴】
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5月末から稼働しています第2駐車場の「西和医療センター発熱

外来クリニック」には、新型コロナウイルス感染症が疑われるたくさ

んの患者さんが保健所や県庁の帰国者接触者相談センターから紹

介されて毎日来られています。新型コロナウイルス感染症とインフ

ルエンザの流行が同時にやって来るこの冬に備えて、奈良県西和医

療センターでは、新型コロナウイルス感染症の診療体制を整えてお

りますと同時に、感染対策として患者さんの動線を完全に分離して

診療を行っています。

　さて、2020年の西和医療センターのトップニュースは、竹嶋俊近副院長を迎えて脊椎脊髄外科

を開始したこと、岡山悟志部長を迎えてリハビリテーション科を新設したこと、さらに春田祥治部

長を迎えて産婦人科が復活したことです。産婦人科は県総合医療センターと同じチームが診療を

行う新しい体制が確立しました。今号のファミーユには、その診療内容も合わせてお読みいただけ

ればと思います。巻末の「新型コロナウイルスにうつらない、うつさないために」というページも

参考に、感染対策をしっかりしてこの冬を乗り切りましょう。


